
 

 

 

 

 

 

 
１/27 臨時保護者会  

【令和８年７月２１日より緊急的増設工事が始まります！（予定）】 

□ ６月より、工事準備のために第一グランドは全面使用禁止です。 

※校内の駐車場は、医療的ケア車両を含むスクールバス３８台（２台増車）と保護者等が優先。 

★放課後等デイサービスの車両（以下：放デイ車両）は、農園を含む校内での駐車場では確保が困難。 

（下校便や行事に応じて、駐車困難の放デイ車両は２０台～４０台の予想） 

【放デイの駐車場確保の解決策は以下の通りです！】 

□ 駐車スペースの拡大と校外での駐車場の確保で解決にあたります。 

※春休み中：農園半分をアスファルト工事し駐車スペースを拡大。 

★５月より：江戸川区総合体育館の駐車場に最大３４台の駐車へ（平日のみ）  

【次年度の放デイの駐車場所について】 申請登録の御協力をお願いします。 

 □ 今年度の「１週間の送迎車両の駐車台数及び利用する児童・生徒の実態と人数」を把握したいです。 

   ★２月中：全ての放デイ事業所様に対して、アンケートを取らせていただきます。 

□ 次年度の駐車の仕方については、「申請登録」にさせていただきます。 

★特に総合体育館への駐車は、一部の事業所様のみが負担になることなく、一定の期間で駐車場所の 

    変更を考えています。従って、現時点では「肢体不自由の児童・生徒が同乗する放デイ車両は校内」 

    ということも決めておりません。（全事業者様の状況を把握したうえで、皆様が御理解・御協力いた 

    だけるような方針を決めさせていただきます。） 

   ★放デイスタッフ様の御苦労はあると考えますので、デニーズの信号機のところに交通擁護員の配置を 

    東京都に申請しています。また、校内を外履きで通って、デニーズに一番近い自立活動の門より 

    校外に出ることで、子供達や放デイスタッフ様が風雨や雪を極力避けられるようにしたいと考えます。 

  ★今後の日程は改めて周知させていただきます。    

【乗降管理システムについて】２月９日より約６台ずつ開始します 

 プリントで配付させていただきました。４月より本格実施ですが、練習期間を設けます。限られた予算で 

 の乗降管理システムです。手軽になった面もありますが、「カレンダー機能がない」「一度乗降しないと 

 キャンセルしたら再度乗車にできない」等、様々な問題が発生します。東京都では、本校も含めて複数の 

 学校で先行実施し、様々な問題を改善し、令和９年度全校実施にあたります。またシステムの予算が限ら 

 れているため、ご不便をおかけすることがありますが、よろしくお願いいたします。 

                               鹿本学園校長 堀江 浩子 
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今月号は、臨時保護者会での話の内容のポイントだけを周知します。詳細は、オンデマンドでご覧ください。

ただし、御家庭内での視聴ですので外部へログイン番号を伝えたり、見せたりするのはご遠慮ください。こ

のようなケースが発覚した場合は、今後オンデマンド・オンラインは中止せざるを得ません。また視聴後、

「いいね！」ボタン等はご遠慮ください。（一喜一憂します・・） 

注意：「３４台分優先で駐車」ではなく、「平日３４台程度なら体育館の利用者の迷惑にならない」という 

考え方です。また、何時間でも駐車できるのではなく、１回の送迎に対して６０分以内を想定。利用料金は、

東京都が負担します。（利用の仕方や料金については、後日詳細をお知らせします。） 

放課後等デイの利用は保護者の皆様と放デイ事業所様との契約です。放デイのスタッフの皆様に引き継ぎ

後は、放デイスタッフ様との活動時間となります。安全かつ円滑に活動へ移行するために、学校は、校内

や農園及び総合体育館の駐車場を確保し提供することに努めます。教員の働き方改革（休憩時間の保障）

も含めて、次年度も校内での引き渡しとなることを御理解いただきますようよろしくお願いします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１９日（金）、本校にて三菱地所「SHALL WE コンサート」が開催されました。 

東京２１世紀管弦楽団 アンサンブル・ルーキスの皆様をお迎えし、クラシック音楽や映画音楽、校

歌、クリスマスソングなど、幅広いジャンルの楽曲を演奏していただきました。 

ヴィオラ・ヴァイオリン・チェロ・フルート・ピアノのアンサンブルの生演奏を聴く貴重な機会にな

りました。当日は、児童・生徒が演奏に合わせて一緒に歌ったり、自然に手拍子をしたりする姿が見ら

れ、音楽を思いきり楽しむことができました。 

担当：田中稔子 渡邉千梨子 


